
　課題と事業の対応図　 (第3期計画書)

疾病の早期発見
【現状】
・平均年齢の上昇に伴い、医療費は年々増加傾向
。
・35歳以降から新生物の割合が高くなり始め、45
歳以降で徐々に循環器系疾患の割合も増加する。
・55歳以降から家族の一人当たり医療費が本人の
一人当たり医療費を大幅に上回ってくる。

多様な定期健康診断により病気の早期発見により
早期治療につなげる。

生活習慣病リスクへの対策
【現状】
・虚血性心疾患、脳梗塞などの重症疾患対象者が
50歳代から発生（平均50歳代）
・心筋梗塞・脳卒中・糖尿病の合併症（人工透析
）の発症者が増えている。

・40歳未満への保健指導を実施し、早い段階で気
づきを促す。
・高リスク者へ重症化になる前の医療機関受診や
生活習慣の改善を促す。

がんの早期発見、早期治療
【現状】
・R4医療費のうちがんの医療費は16％を占め、医
療費、受診者数ともに年々増えている。
・中でも婦人科系（乳房）の医療費が高く、受診
者数も多い。

早期発見により死亡率を下げる効果のある５大が
んについて、多様な受診機会で毎年がん検診を受
診できるようにする。

家族の特定健診受診率向上
【現状】
本人・家族ともに特定健診受診率は全国平均を上
回っているものの、家族の特定健診受診率はまだ
低い。

高頻度・複数のアプローチチャネルにより、ファ
ミリー健診（F2,F3)の受診を促す。

生活習慣の改善
【現状】
・健康診断の問診表にて「朝食抜きが週３回以上
」と回答する方が、全国平均に比べ高い割合。
・喫煙率は男女とも全国平均より高い。

・健康に関する情報提供を行い、加入者が継続的
に健康維持、増進に取り組める環境を整え、ヘル
スリテラシー向上による健診結果値の底上げを目
指す。
・喫煙による中長期的な健康被害を予防するため
禁煙プログラムを継続して実施する。

特定保健指導の実施率向上
【現状】
・特定保健指導実施率は全国平均より高いが、国
の目標値には届かない。
・特定保健指導対象者のうち、申込者・未申込者
で翌年以降の改善割合をみると、申込者46.5％、
未申込者20％である。（特定保健指導の実施が改
善効果がある）

生活習慣の改善によるメタボリックシンドローム
解消・検査値改善を目指す。

生活習慣病リスク該当者の医療機関受診率の向上
【現状】
・医療機関未受診の方が多い。血糖1割、血圧4割
、脂質7割、肝機能・腎機能で8割が未受診。

生活習慣病リスク該当者への受診勧奨を継続して
実施する。

該当なし -

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業） -

健康課題 対策の方向性

STEP2の健康課題

STEP2で登録した健康課題と対策の方向性が表示されます。
優先すべき健康課題は緑色で表示され、どの保健事業にも紐付いていない健康課題にはオレン
ジ色の枠が付きます。

STEP3の保健事業

STEP3で登録した保健事業名が表示されます。
事業カテゴリによって色が異なります。
職場環境の整備　　 ⇒ 赤
加入者への意識づけ ⇒ 緑
個別の事業　　　　 ⇒ 青
健康課題との紐付けを行っていない保健事業にはオレンジ色の枠が付きます。

保健事業の名称

健康推進委員会

担当者向け冊子配布

健保だよりの発行「サンテ」

ホームページ

健康白書・データヘルス分析

健診結果の共同利用（すこやかサポート21）

医療費通知

LINEを使った情報提供

特定健康診査事業（F2&F3）

特定保健指導事業

生活習慣病健診（H1）

生活習慣病健診（H2）

人間ドック健診（H3）

配偶者健診（F1）

補助金制度（部位健診）

婦人科健診

大腸がん検診(郵送)

受診勧奨

電話相談

KenCoM

みんなで歩活

糖尿病重症化予防プログラム

４０歳未満保健指導(UNDER40)

服薬者への保健指導実施

ジェネリック差額通知

心疾患再発予防プログラム（PREVENT)

オンライン禁煙プログラム（リンケージ/CureApp）

前期高齢者保健指導(カルナヘルスサポート)
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